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WI〃s6"暇○ﾉ伽における

グロテスクな人々とその真理

播磨谷一雄

TheGrotesqueandTheir 'IiruthsinWiws6"堪○ﾉ加

IchioHarimaya

(昭和59年10月28日受理）

ThepresentpaperisanattempttoreconsiderHowe'sandCowley's叩inionsonAnderson's

viewstatedin<(TheBookoftheGrotesque
，，

Inordertoexplainthereasonwhythepeoplebecamegrotesque, Howeattachesmuch

importancetotheexternalforcestothepeople,andCowleytothefactthattheycannotexpress

themselvesandlacktheabilitytocommunicatewithothers. Bothoftheircommentsarevery

helpfultounderstandthereason,buttheydon'tcoverallthestoriesinthiswork,becausethere

aretwenty-fivestoriesthere. Soitseemsnecessarythatweshouldreconsiderthereasonand

therelationbetweenthegrotesqueandtheirtruths.

ACcordingtoAnderson, therearemanykindsoftruthsandeachofthegrotesquehasits

owntruth. Itisveryimportanttoanalyzewhatkindsoftruthsthegrotesquehave,becausehow

theyliveinthesocietydependsonthetruthsandtheirattitudetothem.Whentheycannotlive

bytheirtruths, theyisolatethemselvesfromthesociety. Thoughtheysometimestrytobreak

thewallsofisolation, theyoftenfail intheattemptandbecomemoreisolatedthanbeforeasthe

result. Buttheypersistintheirtruthsandwouldnevergivethemup.Wecanfindfanaticism
intheirattachmenttothetruths.

Andersondescribestheexternalgrotesquenessofthepeople,buthebelievesthattheyhave

warmhumanitybehindthegrotequeness. Whathewantedtoemphasizeinthisworkwasthe

beautyofthegrotesqueandhissympathyforthem.

統一をはかるという意図があり，そのためにも冒頭

にこの作品の中心的理念を述べる章を置くことは意

義深かったに違いない。

WilliamL.Phillipsは現在残されている原稿から

これらの作品の制作順序について考察を行っている

が,(1)それによると最初に完成したのがTheBooA

o〃んeG7･ofeS9"eであり, 1916年の2月にMasses

という雑誌に最初に発表されている。次にHα九ds,

PaperPj"sという順序になっているが, TﾉieBook

oftheG7･oteS9eが最初に完成した点に注意すべき

である。即ちAndersonは初めにこの作品の中で中

心的な理念を述べ， それ以降の物語をこの理念に基

づいて構築していったように思われる。この作品の

中心人物であるGeorgeWillardを25篇中15篇に登

場させ，最後を彼の「出発」で終わるなどの構成上

の工夫がなされ，全てにこの理念が十分に見られる

1

Wj7ZeS加嘔O〃oの25の短篇の中で,T/ZeBookoﾉ？

t/leG7･ofes9ueはその冒頭に位置し，後に続く物語

の序文的な位置にある。これを序文と考えるか物語

の一つとするかについては， 多くの批評家は序文と

しての位置づけを行っている。その理由は作者がそ

の中で後に続く24の物語の中心的理念となるグロテ

スクな人物像について，哲学的な理論づけを行って

いるように思われるからである。作者は老作家とし

て登場し，真理， グロテスク，虚偽についての考え

を述べ， その考えは後に続く物語の中で具体的に示

されることになる。またこれらの物語の背景として

同じWinesburgという町の様々な人物を登場させ，

その中心にGeorgeWillardという若い新聞記者を

すえることにより，いわば一つの長篇小説としての
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としていることである。Andersonは引用(2)の文

で「人間が真理を自分の物とし，それで生きようと

するとその人はグロテスクになる凶と述べている力、

両者はこの点を否定しているのである。Howeはそ

の原因として，人間を圧迫する外的圧力，即ち社会

環境などの個人を取り囲む環境からの圧力を指摘し

ているのに対し,Cowleyは個人から外的世界， 即

ち他の人間や社会との意志疎通の能力がグロテスク

な人間に欠けていることを強調している。

作者の意図とこれら両者の批評を考慮しながら，

Hα冗dsにおけるWingBiddlebaumの場合を検討する。

Wingにとっての真理は彼が20年前に小学校の教師で

あった時の生徒に対する指導法にある。彼の指導法

は生徒の肩をなでたり髪に触れたりして，彼らを手

で愛撫することにより彼の愛情を伝え生徒の不安を

取り去ることである。彼がこの方法で教えることが

できた時は，彼は優しい力強さにあふれた教師だっ

た。しかし， ある知恵遅れの生徒の言葉が原因とな

り， この方法が父兄に同性愛の疑惑を抱かせた時，

それまで漠然とした不安を感じていた父兄の疑惑は

一気に深まり，彼はいわばピューリタン社会の異端

者として親たちのリンチを受け町から追放される。

彼は20年後の現在,Winesburgで名前を変えて生活

しているが，絶えず恐怖と不安におびえている。

この作品をHoweの批評の観点から考えると，外

的圧力がクロテスクな人間を作る原因であるという

点では一致しているようにみえる。外的圧力とは

Wingを同性愛者として告発する父親たちの姿であ

り，彼らの中に19世紀末のアメリカのピューリタン

社会を想像することができる。Wingは外的圧力に

より，彼の真理を貫いて生きることができずグロテ

スクな人間になっていると言える。一方,Cowleyの

批評の観点で考えると,Wingは意志疎通の手段とし

て愛撫するための手を持つが， その愛情を表現する

ための手の使用が社会により禁止されているために，

Cowleyの言うように自己を表現する手段を持たな
い状況におかれていると言える。従って彼の批評も

この点では妥当性がある。

両者の批評はそれぞれの真理によって生きようと

する人がグロテスクに変化する原因について互いに

異なる側面からの批評であり， それぞれ妥当性が認

められるが,Wj7zes6"rglO/Zjoには25の物語がある

のでそのいずれにも完全に当てはまるとは言い難い

ように思われる。Howeの言う外的圧力はHα冗dsに

おいては比較的明瞭であるが，他の物語では他人か

らの圧力という形をとりそれ程直接的ではなく，町

わけではないが，物語に登場するほとんどの人物が

なんらかの意味でグロテスクであり,TheBookoftﾉZe

G7･ofes9ueに述べられている真理， グロテスク，虚

偽の理念がWj7zes加咽Ohjoの中心的主題であるこ

とは否定できない。次にその部分を引用し，批評家

の論評を検討する。

Itwasthetruthsthatmadethepeoplegro-

tesques.Theddmanhadquiteandabqfatethemy

concerningthematter. Itwashisnotionthatthe

mmnentoneofthepeopletookoneofthetruthsto

himself,calledithistruth,andtriedtolivehislife

byit,hebecameagrotesqueandthetruthheem-

bracedbecameafalsehood. (2)

ここに展開されているグロテスク論について， 多

くの批評家が意見を述べているが， その代表的なも

のとしてlrvingHoweとMalcolmCowleyの牡瀞が

ある。まずHoweはこの個所はグロテスクな人々と

は彼らを醜くする真理を求めた人々であるという作

者の意義深い考えを述べた部分であるとして重視し

ている力:(3) ，次の引用のように， この個所と後に続

く物語の示す意味とは不調和な部分があるとしてい

る。

Theoneconspicuousdisharmmlyinthebookis

thattheintroductqry{1BookoftheGrotesque''sug-

geststhatthegrotesquesarevictimsoftheirwilful
fanaticism,whileinthestoriesthemselvesgro-

tesquenessistheresultofanessentiallyvalidre-

sistancetoforcesexternaltoitsvictims. (4)

彼が不調和な部分として主張するのは， ここで述

べられているように人々をグロテスクにした原因に

ついてである。彼によれば， その原因はグロテスク

な人々の狂信的行為によると作者は述べているが，

実際の物語では彼らに対する外的圧力への抵抗の結

果だというのである。一方，この点に関してCowley

は次のように批評している。

GedrgeWillardisgrowingupinafriendlytown

fullofsolitarypersons;theauthorcallsthem<(gro-

tesques; ''TheirUveshavebeendistortednot, as
Andersontellsusinhisprdogue,bytheireachhav-

ingseizeduponasingletruth,butratherbytheir
inabihtytoexpressthemselves. Sincetheycannot

trulycommunicatewithothers, theyhaveallbe-
comeemotionalcripples. (5)

両者の批評に共通しているのは， ともにグロテス

クな人間の真理に対する熱狂的態度がそのグロテス

クさ，あるいは彼らの歪曲した精神の原因ではない
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の人の噂や溶け込んでいけない仲間や友達という形

で存在しているに過ぎない。勿論， これらの全ての

物語の基本的背景として，農業主義社会あるいは手

工業社会から産業主義社会への移行という時代の波

が,Winesburgというこの田舎町の人々に次第に押

し寄せつつあることは感じられるが， まだそれ程直

接的な影響とはなっていない。またCowleyの言う

伝達能力の不足については， そのために弧独を打破

できない主人公がかなり多く認められ，確かにグロ

テスクな人々の特徴となっているので,HQ7zdsの場

合のみならず他の物語の場合にもかなりの妥当性が

あると言える。 しかし，逆に伝達能力が過剰な場合

としてAM上z7zofIde(MsのJoeWellingの例なども

あり，主人公の全員がその能力の不足に悩んでいる

わけではない。弧独で悩む人々の場合でも，特に愛

情が問題となる場合は意志を伝達するだけでは解決

にならない場合が多いのである。人々の意志伝達以

前の複雑な精神状況が問題とされなければならない。

AndersonはTheBo"o/t/ieG7･oteS9"eにおいて，

老作家の本には数百の真理があったとして， その例

としてvirginity,passion,wealth,povertyなどの
多くの真理を挙げ，真理は非常に多くの不確定な思

想の集合体であったとしている(6) 。これは人が明確

な思想を持ちそれによって生きようとする時， その

思想がどんな思想でもその人にとって真理になり得

ることを意味する。彼によれば人がその真理により

生きようとする時，人はその真理のためグロテスク

になる。人はどんな真理を選んでも，その真理で生

きようとする時，必然的に片寄らざるを得ないしクﾞ

ロテスクにならざるを得ないのである。さらに注意

すべき点は， その真理が虚偽になると述べている点

である。それは人は生きるために選んだ真理に裏切

られるという意味である。この点についてLionel

Trillingは次のように述べている。

Inwhatwaycouldithavebecomeafalsehood

anditspossessora《《grotesque''？Thenatureofthe

falsehoodseemstolieinthis-thatAnderson'saf-

firmationoflifebylove,passion,andfreedomhad,

paradoxicallyenough, theeffectofquitenegating

nfe,makingitgray,empty,anddevoidofmeamng.

(7）

彼はAndersonの言う真理を愛，情熱， 自由と要

約して考えているが(8) ，それらの人生の肯定的な要

素が全く意味のない否定的なものに変わると述べて

いる。このように真理が虚偽に変わることをTrilling

は肯定から否定というように把握している。Hα九ds

のWingの場合でこれを考えると，彼が真理として

選んだ指導の方法は彼に生きがいを与え，生徒にも

効果のある彼の生活に非常に肯定的な方法であった

が，社会により糾弾され彼の人間性が全く否定され

ることにより，肯定から否定への変化が認められる

のである。Trillingのこの点における指摘は全く妥

当性があるように思われる。

真理が虚偽になり人をグロテスクにする原因とし

て，前述のようにHoweは外的圧力を,Cowleyは伝

達能力の不足を上げ一応の妥当性は認められたが，

その他にAndersonが主張するように人々の真理に

対する熱狂的態度も一つの大きな要因と考えられる。

以下においては，人々がどのような真理を持ちそれ

がどのようにして彼らをグロテスクにし虚偽になっ

たかその過程を考察し原因を探りたい。また，作者

の目はこの変化と同様にその結果である弧独の現象

に注がれているように思われる。グロテスクな人々

は社会から弧立した孤独な人々であり，彼らの弧独

がどのように描写されているかについても考察した

い。

2

Trillingの真理の要約に従い，それが愛または情

熱の場合から考察する｡その例としてMo#heγやDeath

のElizabethやS秘γγe7zdeγのLouiseの場合が上げ

られる。ElizabethとLouiseは幼児の時に母を失な

い，愛情の薄い父に育てられたために愛情に飢えて

いるという点では一致している。Elizabethは若い

頃は女優熱に浮かされ， ロマンチックな愛を追い真

の恋人を探し求めるために男性遍歴を重ねた奔放な

娘であった。結婚後，彼女は望んでいたのは夫の

Tomではなく結婚そのものであったことに気づき，

結婚について誤解していたことを悟る。Louiseも

Elizabethと同様に愛情を望みながら獲得できない

女性である。作者はこの物語の最初に誤解の物語と

述べているように，彼女と夫との間には埋めようの

ない誤解がある。彼女がHardy家に下宿した時，

Johnに出した"Iwantsomeonetolovemeandl

want tolovesomeone.'' (9)で始まる手紙は，彼女

の意図に反してJohnには彼女が彼を愛人として受

け入れるという意味に誤解された。彼女が望んでい

たのはJo肋という特定の愛人ではなく互いに理癖

し合える相手であった。結婚後，彼女は夫のJohnに

それを理解させようとするが,彼は男女間の愛について

は自己流の考えを持っていて彼女の考えを聞こうと
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もしなかった。

ElizabethとLouiseは愛情により互いに意志の

疎通をはかり理解し合う方法を求め， それが彼らの

真理であるが，彼らの求めるものが夫に理解されず

不本意な生活を強いられ， そのことから生活に歪み

が生じ彼らはともにグロテスクな存在となる。彼ら

は情欲的な愛ではなく，互いに理解し合う人道的な

愛を求めているが，現代社会ではそれが情欲と結び

ついた愛と誤解され，彼らはその被害者となる。彼

らがそのような愛を真理としたことが，彼らを虚偽

に導きグロテスクな存在とするのである。

次に引用（9）の「誰かに愛されたく，愛したい」

人々の例としてTheTeQcheγのKateSwiftの場合

について考察する｡彼女は30才の独身の教師であり，

激しい精神の持ち主であるが，町の人々は次のよう

に彼女を考えている。

Thepeopleofthetownthoughtofherasa

confirmedoldmaidandbecauseshespokesharply

andwentherownwaythoughtherlackinginall

thehumanfeelingthatdidsomuchtomakeand

martheirownlives. (10)

しかし，彼女の中には男性に愛されたいという激し

い欲求があり， また教え子たちに対する教育の情熱

も持っていて町の人々の考えと異なっている。教え

子のGeorgeに対して人生の意義と解釈を学ばて

てやりたいと彼に忠告を与えた時，彼女の激しい欲

求が男性としてのGeorgeを彼女に強く意識させ，

彼女が彼に教えようとしていることを伝えることが

できなくなり， またGeorgeにも女性としてのKate

を意識させ彼を混乱させるのである。

Kateの真理は愛と情熱であるが，それらを真理と

する女性がほとんど全て彼らを理解してくれる愛情

の対象を持たないように彼女にも対象はない。教育

上の情熱の対象としてのGeorgeにも十分に彼女の意

図することを伝えることができず，彼女はそのよう

な自分に悲しみ，神に祈るだけである。このように

して彼女の真理とする愛と情熱は不毛のものとなり

虚偽に変わるように思われる。この場合に,引用（9）

で述べられた町の人々の彼女についての評価が一種

の外的圧力として作用していることを認めなければ

ならない。このような小さな町では人々の噂が個人

を弧立させる可能性が十分にあるからである。以上

の三人の女性は彼らの意志がそれぞれの相手に十分

に伝達できずに終わり,Louise,Kateの場合には誤

解されるとも言える。その理由として伝達能力の不

足は確かに上げられるが， それと同様に彼らとそれ

ぞれの相手との考え方や意識の相違も重要な原因の

一つとして考えられるのである。

次にTﾉie S#7･e7zgth o/GodにおけるCurtis

Hartmanの場合を考察する。彼はまじめで小心な牧

師であるが, Kateをのぞき見する機会を偶然に得，

理性を失なう程それに夢中になる。彼は神へのお祈

りによりその誘惑から逃れようとするが不可能であ

る｡牧師の精神状態を支配しているのは情欲であり，

牧師としての理性とのぞき見により刺激された本能

的欲望との間で葛藤が始まる。ついに彼の理性がそ

の欲望に抑えられ，彼は欲望のままに積極的にのぞ

き見しようと決意して待つ時, Kateがベッドのそば

でお祈りを始める。この祈りの姿は彼には神のお告

げのように感じられ，彼女は欲望の対象ではなく

｢神様の使女｣(11)に変わり，彼は窓ガラスを破る勇

気を得るのである。ガラスを破ることはそれを全部

入れかえることになり，のぞき見をする穴を全面的

にふさぐことを意味する。

彼の真理は情欲的な愛への執着であり，彼が神に

仕えるまじめな牧師であるがために，のぞき見に熱

狂的に執着する姿はグロテスクな姿となってせまっ

てくる。このようなのぞき見の行為を続けた場合に

は，彼の真理は虚偽に変わり彼の牧師としての職を

奪うものになると思われる。彼は伝達能力は不足し

ていないが，牧師という職業から〈る精神的圧迫は

認めなければならない。のぞき見というグロテスク

な行為は，本能的欲望の抑圧の結果であることを作

者は暗示しているように思われる。

真理が愛であるもう一つの例としてRespectability

のWashWilliamsの場合があるb彼は若い頃，妻

に裏切られた経験から，女性に対して極度の憎悪を

持つ｡彼は女性についてGeorgeに次のように語る。

‘《…Itellyou,allwomenaredead,mymother,

yourmother, thattalldarkwomanwhoworksinthe

millinerystoreandwithwhomlsawyouwalking

aboutyesterday-allofthem,theyarealldead・ Itell

youthereissomethingrottenaboutthem.…They

aresenttopreventmenmakingtheworldworth

while.…'' (12)

このような女性に対する彼の偏見は，彼の妻の母

が，不倫な行為をしたために帰された妻を彼の所へ

戻そうとして仕組んだ行為が，彼の品位をひどく傷

つけたことから生まれたものである｡彼は妻を愛し，

彼らの愛をこの上なく大切なものに考えていたのて；

それ力凄の母の策略で侮辱され深く傷つくのである。

彼は許そうと思って訪れた妻の家で，その母になぐ
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植木屋には紙玉を投げつけただけであった。また思

考が行われる場所は他者との接触のない密室のよう

な部屋であり， それにより作者は他人あるいは社会

と断絶した弧独な状態を暗示しているように思われ

る。

Reefyのこのように弧立した状態は外的圧力によ

るものとは思われない。外的圧力として考えられる

ことは，彼のグロテスクな風釆に似合わない美しい

娘との結婚に対する町の人々の奇異な感情にわずか

に現れているに過ぎない。また，彼が一人の友人し

かいないことや，考え出された全ての思想が世に発

表されず紙に書きとめられていることから言えるよ

うに，彼は十分な伝達能力を持っていたとは言い難

い。 しかし， この場合注意すべきであるのは伝達能

力の有無ではなくて，彼の伝達の意志の有無である

ように思われる。この物語で強調されているのは，

閉じられた部屋で一心に思索する弧独な老人の熱狂

的な行為である。彼は思考する行為そのものを心か

ら愛しているのであり， その結果を他人に伝えるか

どうかは別問題なのである。従って彼をグロテスク

にしているのは外的圧力や伝達能力の不足ではなく，

彼の真理に対する熱狂的態度であるように思われる。

その行為は彼を社会から弧立させ， しかもそれらの

思想が世に発表されることもなくただ紙屑として捨

てられる運命にある時， それは不毛の行為になり行

為そのものを否定する。その意味でReebyの真理も

Wingの場合と同様に虚偽になると言える。

AndersonがTheBooko/theG7"ofeS9"eで述べて

いる真理からグロテスクまたは真理から虚偽の変化

は,"(z7zdsやP(zpe7･Pj"sの場合のみならずこの作

品の他の多くの物語に見られる特徴である。それら

の物語の中にはこれらの変化の結果として，社会と

の断絶及び深い弧独感が存在する場合がある。その

状態に伝達能力が欠けた場合には，彼らの弧独がさら

に深まり病的な状態にさえなる。その例をLo7ze〃九ess

のEnockの場合に見ることができる。彼は自分の考

えを述べることのできない苦しみを次のように表現

する。

Enockwantedtotalktoobuthedidn'tknow

how・ Hewastooexcitedtotalkcoherently.When

hetriedhesputteredandstammeredandhisvoice

soundedstrangeandsqeakytohim・ Thatmade

himst叩talking.Heknewwhathewantedtosay,

butheknewalsothathecouldneverbyanypossi-

bihtysayit. (14)

彼は結局何も言えな〈なり，絵の仲間を招くのをや

りかかることになる。

彼の真理は愛であるが， それが達成されないこと

に対する強い怒りが女性に対する憎悪となる。その

憎悪が彼の肉体や精神をグロテスクに変えてしまう

と同時に，彼の純粋な愛の感情を虚偽に変えるので

ある。憎悪を生じさせたのは妻の不倫の行為やその

母の品位を傷つける行為であり,Washにとってこ

れらは外的圧力として作用していると言える。

以上，考察してきたように愛や情熱を真理として

いる主人公に共通しているのは「誰かに愛されたく

愛したい」という感情である。その感情は時には情

欲により支配されることがあるが，愛情により互い

に理解し尊敬しあう境地を求めていることは確かで

ある。Sop/Zjs"c(ztjo〃のGeorgeとHelenが最後に

達した境地がそれに近いように思われる。

Fbrsomereasontheycouldnothaveexplained

theyhadbothgotfromtheirsilenteveningtogether

thethingneeded.Manorboy,womanorgirl,they

hadforamomenttakenholdofthethingthat

makesthematurelifeofmenandwomeninthe

modernworldpossible. (13)

それは現代社会の機構の中における互いの弧独感の

確認から始まり，互いに尊敬の念を持った大人とし

ての愛の理解に達することにより得られたものであ

った。彼らが理解したと思われる現代社会における

愛は，愛を真理とするグロテスクな人々が求める理

想でもあるが，彼らの真理に対するあまりに純粋す

ぎる態度故に得ることのできないものである。

3

次に人々の真理が愛と情熱以外の種類で，結果と

して特に厳しい弧独に関連しているものについて検

討する。

Pqpe7･Pj"sのReefy医師は窓の開かない診察室

に閉じ込もり，思想を紙に書きとめることにより真

理の小さなピラミッドを作り上げては壊すという作

業をくり返して暮している老人である。彼の思想は

真理を形成し巨大に成長するが，発表されることも

なく紙玉に丸められて捨てられる運命にあり真理と

して取り上げられることはない。このように実現す

ることのない不毛の思想をくり返し考え続ける行為

が彼の真理であると考えられる。彼が一室に閉じ込

もりそのような行為を続ける限り，彼は社会から弧

立し彼の真理が彼をグロテスクにする。彼の思想が

語られたのは妻に対してだけであり，唯一の友人の
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andoutintotherain.…Shethoughtthattherain

wouldhavesomecreativeandwonderfuleffecton

herbody・NOtfqFyearshadshefeltsofullofyouth

andcourage. Shewantedtoleapandrun, tocry

out,tofindsomeotherlonelyhumanandembrace

him. (15)

darkhouseは彼女を閉じ込めておく弧独の壁を象徴

的に示し， そこから逃がれ裸という自然の姿で雨に

打たれること，即ち自然との接触により失なわれた

人間性を回復し，他の弧独な人と交わりたいという

作者の意図を反映するが，彼女の話しかけた通行人

は耳の遠い老人であり， また裸の姿は現代の社会で

は許されない姿であり，彼女の弧独の壁を破る試み

は失敗に終わるのである。そして彼女は， 「多くの

人はひとI)で生き， ひとI)で死ななければならない

という事実｣('6)に直面しなければならないのである。

弧独な人々の弧独からの脱出のもう一つの試みと

して都会への脱出志向がある。この志向を示す者は

MoMeγのElizabethWillard,TんeTん航keγのSeth

Richmond, "QzJee7･"のElmerCowley,Depαγ"γeの

GeorgeWillardである。若い頃のElizabethにと

って都会とは彼女の舞台への憧れを満してくれる華

やかな所であり, Sethにとっては，彼が住んでいな

がらその一員となることのできない町から逃れて仕

事を得ることができる所である｡また,Elmerは町

における彼のみじめな状態を終わらせるために次の

ように考える。

《《Iwillgetoutofhere,runawayfromhome,''

hetoldhimself.…Itwouldstealarideonthelocal

andwhenhegottoClevelandwouldlosehimselfin

thecrowdsthere・比wouldgetworkinsomeshop

andbecomefriendswiththeotherworkmenand

wouldbeindistinguishable.Thenhecouldtalkand

laugh・ Hewouldnolongerbequeerandwould

makefriends. Lifewouldbegintohavewarmth

andmeaningforhimasithadforothers． (17)

また, Georgeにとっては，父親の「抜け目のない

人間になれ」 「財布に気をつけろ，ぼやぼやするな」

という忠告にもかかわらず，都会はそこでの生活の

不安というよりは夢や希望を抱かせるものである。

弧独な人々にとって，都会は退屈で偏狭な性格の人

々の住む田舎町からの脱出の目標になる。彼らにと

って都会はより自由に意志の伝達ができる希望の土

地であり，特にGeorgeにとっては成功の夢をかな

えてくれる所であるように思われる。彼らは都会の

生活に暖かさを期待しているようにみえるが， 田舎

め部屋に鍵をかけるようになる。彼は部屋の中で現

実の人間ではなく，彼の自由になる空想上の人物た

ちを創造する。彼は部屋の中では，空想上の人物を

思い通I)に動かすことのできる王様であり幸福であ

る。その状態は彼のアパートに現実の一人の女が訪

れることにより崩壊し，彼は空想の世界を失ない深

い弧独に落ち込む。それ以後，他人は彼の幸福の秩

序を乱し恐怖を与えるものになる。現実から逃避し

て全く自己中心的に自分の思い通りになる空想の中

に生きるというのがEnockの真理である。しかし，

この真理は彼を取り囲む現実の社会とはかけ離れた

存在であり，彼は社会の一員として健全な人間関係

を形成することができない。その意味で彼の真理も

また虚偽に変わるのである。

WingやReefy,Enockなどのグロテスクな人物た

ちに共通なのは，彼ら力ざ他人から理解されずまた有

力な伝達能力を持たないために社会から弧立し，弧

独の壁の中に逃がれることである。相手に自己の意

志を伝えることのできない彼らのもどかしさやいら

だちが，乱暴な行為となって現れる場合がある。

"Q"ee7･''のElmerは誰かと話したくてたまらないが，

うす馬鹿の老人と話すことしかできない｡彼はGeorge

に彼が変人でないことを理解させるために殴ってし

まい，逆にその変入ぶりを露呈する。 Surrenderの

Louiseの場合は,夫に彼女の考えを理解させられず，

町の中を馬車を猛スピードで走らせるなどの乱暴な

行動をとることでいらだちをまぎらわせ，町の人か

ら恐れられることによってさらに弧立化することに

なる。

そのようなもどかしさやいらだちは，視点を変え

ると彼らが弧独の壁を突き破ろうとした試みの失敗

例でもある。彼らはその複雑な精神状態のために試

みを暴力という形にしか表現できなかったのである。作

者はそういう主人公たちの弧独の壁からの脱出の試

みを冒険と呼んでいる。AdTJe""7eの主人公Alice

の場合がこれに相当する。

彼女は27才であるが， 16才の頃の恋人Nedとの約

束を信じて彼の帰りを待っている。彼が帰らないと

いうことが明確になっても，強い倫理感のためにNed

以外の男性との交際を自らに許すことができない。

しかし，一方に男性に愛されたいという本能的欲求

があって，倫理感とせめ合うことになる。ついにあ

る雨の夜，裸で外へ飛び出し通行人に話しかけると

いう気違いのような行動をとる。

Withoutst pingtothinkofwhatsheintended

todo, sherandownstairsthroughthedarkhouse
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場合は別として，他は生涯その態度を変えることも

なく孤独な状態におかれるのである。彼らは真理に

対する熱狂的な態度を捨てられないが故に，グロテ

スクになI)孤独になるとも言え， それは作者が主張

する点でもある。従ってHoweやCowleyの指摘す

る原因の他に，熱狂的態度もその原因として加える

べきであろう。

Trillingは真理の種類として愛，情熱， 自由を挙

げているが， 2において愛と情熱だけを取I)上げ考

察した。その他の種類として思考や宗教などが考え

られるが，彼の言うもう一つの自由という項目では

要約できないように思われる。グロテスクな人々の

持つ真理のうちで最も多いのは愛と情熱であり，彼

らは愛することと愛されることを望んでいるが， と

もに愛の対象を決して得ることはなく，欲求不満で

あI)孤独な状態におかれる。その爆発として起るの

が暴力であり気違いのような発作的行為なのである。

Andersonはグロテスクな人物を描写する際に，そ

の精神的または行動上のグロテスクさを描くと同様

に，身体や服装のグロテスクの描写にも注意してい

るようにみえる。例えば, Reefy医師については手

の指の関節の異常な大きさや10年間着古した服につ

いて述べられ, (18)TﾉiePh"osopheγのParcival医

師の場合はたばこで汚れた黒い歯や奇妙な左眼のま

ぶたの動きまた汚れた白いチョッキなどについて述

べられている。このように様々なグロテスクな人々

の描写の中でWashWilliamについての描写が最も

長く詳細である。それはまず公園の中のグロテスク

な猿の描写に始まり，それに対する人々の反応を述

べ， それから視点をOhio州WinesburgのWashに

移すというやり方で最後に次のような描写をしてい

る。

ⅧﾖshWilliams,thetdegradl叩erata㎡､Ⅷnes-

burg,wastheugliestthingintown. Hisgirth

wasimmense, hisneckthin, hislegsfeeble. He

wasdirty.Everythingabouthimwasunclean.Even

thewhitesofhiseyeslookedsoiled. (19)

Washの醜悪さの強調された描写は， 「醜悪さの極致

においては一種のひねくれた美に達する」(20） という

作者の意識を反映する。かって州で最高の電話技師

で感じの良い青年だったWashが，妻とその母に裏

切られ，女性についての憎悪に凝り固まり，今は全

くグロテスクな姿になってGeor解にその怒りを打ち

明ける時, Georgeは次のように感ずる。

Inthedarknesstheyoungreporterfoundhim-

selfimagimngthathesatontherailroadtiesbeside

町以上に深い弧独が待っていることを知らないので

ある。

4

AndersonのTheBookoftheGrotesqueにおけ

る，真理がグロテスクに変わり， さらに虚偽になる

という論を物語の中の主人公の真理の種類に応じて

考察してきたが，ほとんどこの理論に従って物語が

構築されていることがわかった。 しかし，少数の物

語は真理が虚偽になるという点では該当しないこと

は認めなければならない。即ち主人公の持つ真理が

その人をグロテスクに変えても， それがその人自身

を否定する虚偽とならずにそのまま個人的にも社会

的にも存在する場合である。God〃九essのBentley

やAMtz泥ofIdeasのJoeWellingなどにその例を見

ることができる。

Bentleyは旧約聖書の世界に生きる狂信的な信者

であり，彼の真理は宗教であるが，大農場を経営す

る事業家でもある。彼は孫のDavidと生け贄の儀

式を行い，神の声を聞こうとするが, Davidは恐怖

のあまり彼を倒して出奔し，二度と町に帰ってくる

ことはない。Bentleyは後継者を失うが，彼の神へ

の信仰は衰えず精神的基盤を失うことはない。また

JoeWellingの場合は，彼の真理は言葉であり，発

作的に送り出る言葉により相手を圧倒することであ

る｡その熱狂的弁舌により彼はグロテスクになるが，

その真理のために彼の精神的及び社会的基盤が失わ

れることはない。言葉により野球の試合に勝ち，ご

ろつき一家の娘を結婚相手とすることに成功する。

彼の場合はその真理が否定的でなく，逆に肯定的に

作用している。この場合にはCowleyの伝達能力の

不足の批評は全く該当しないのである。

Howeのグロテスクの原因として外的圧力を重視

する批評は，前述のように全ての物語の背景として

間接的に関係があるものの，直接的影響を持つ場合

が少ない。また, Cowleyの場合においても伝達能

力の不足だけがグロテスクの原因ではなく，問題は

伝達する以前の複雑な主人公の精神状況であるよう

に思われる。従って彼らの批評だけではこの作品の

全ての物語における人々のグロテスク化の原因を考

察することができないように思われる。ここで考慮

しなければならないのは，彼らがグロテスクの原因

ではないと否定した主人公たちの真理に対する熱狂

的態度である。彼らの全てはその真理に執着し態度

を改めようとしない。社会的制裁を受けたWingの
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acmnelyyoungmanwithljad<hairandliadKshin-

ingeyes.Therewassomethingalmostbeautifulin

thevoiceofⅦ1shWilliams, thehideous, tellinghis
storyofhate. (21)

このように最も醜悪な外見をしているWashに美を

認めるという作者の意識は， この作品のグロテスク

な人々の全てに対して作者が抱いている感情である。

作者は彼らの精神的， 肉体的なグロテスクさをその

物語の中で詳細に述べる場合が多い。しかし,Wash

の例でわかるように醜悪な外見が述べられる反面で

彼らの内面の人間性の純粋さや暖かさが強調される。

例えば, PqperPj"sのReefy医師と後に彼の妻に

なった娘との結婚の話は， 「その味わいの深さはワイ

ンズバーグの果樹園に実るひれこびたりんごの味に

似ている」(22）として， グロテスクなReefyの娘に

対する暖い思いやりが描かれている。Reefyの人間

性の暖かさを，皆に見捨てられたひれこびたりんご

が意外な甘さを持っていることにたとえているので

ある。

AndersonがWj7zeS6"7召，O〃oで述べているのは，

グロテスクな人々の外見の醜悪さの陰に隠れた人間

性の美しさである。彼らは真理に執着することによ

りグロテスクにならざるを得ないが， その社会的地

位を犠牲にしても真理に対する夢を捨てようとしな

い。その点にAndersonはどんな時代でも失われる

ことのない人間性の大きな価値を認めているのであ

る。
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